
特定非営利活動法人東京都発達障害支援協会 

令和 7（2025）年度 事業報告 

【概 況】 

令和7年度は、新型コロナウイルス感染症が感染症法上5類へ移行した後の社会状況の下にあっ

ても、多くの施設・事業所において新型コロナウイルス感染症をはじめとする各種感染症への対

応が続き、感染対策を講じながら日常の支援体制を安定的に維持していくことが求められる一年

となりました。 

 加えて、令和6年度の障害福祉サービス等報酬改定および障害者総合支援法の改正を受け、各事

業所において制度への対応が進められるとともに、国においては障害者支援施設の在り方検討会

や障害児支援施設の在り方に関する検討が進められるなど、障害者福祉の将来を見据えた制度的

議論も行われました。人口減少の進行や人材不足、障害のある方の高齢化・重度化、地域生活支

援のさらなる充実など、福祉を取り巻く環境は大きく変化しており、各事業所においても多様化

する課題への対応が求められています。 

 このような状況の下、本協会では会員施設・事業所のご協力を得ながら、研修事業の実施や関

係団体との連携を通じて、東京都における知的障害者・発達障害者支援の質の向上と情報共有の

推進に取り組んでまいりました。 

 6月の定期総会後に開催した第1回研修会では、「障害福祉における人材採用」をテーマに、外

国人雇用の課題も含め、施設・事業所における取り組み事例の共有と課題整理を行い、深刻化す

る人材確保の問題について現場の視点から議論を深めました。 

 9月には「くらしの場が選べる社会を目指して」をテーマに第19回東京大集会に参加し、関係団

体と連携しながら、障害のある人の暮らしの場の選択と地域生活の在り方について、当事者によ

る意見発表も交え、都議会議員の皆様とともに議論を行い、社会に向けて発信する機会となりま

した。 

 12月の第2回研修会では、「みんなで語ろう～福祉の現在と未来の問題点」をテーマに、制度動

向や現場が抱える課題について協会役員を中心に参加者同士で意見交換を行い、今後の障害福祉

の方向性について考える機会となりました。 

 2月には、同じ事務所を拠点とする関係4団体による共催研修会を開催し、「これからの日本の

知的障害者福祉-制度・地域・家族の未来図-」をテーマとして、筑波大学名誉教授 小澤温氏を講

師に迎え、人口減少・高齢化社会の中での障害福祉の将来像や制度動向について学びました。ま

た、パネルディスカッションを通して多角的な視点から議論が行われ、今後の障害福祉の在り方

について理解を深める機会となりました。このほか、年間を通じて東京都障害者関係団体連絡協

議会への参加や、日本知的障害者福祉協会および関東地区協会の各種会議・研修への参加を通じ

て、情報共有と政策動向の把握に努めてまいりました。 

 本年度も会員施設・事業所の皆様のご理解とご協力により、多くの研修や協働の機会を持つこ

とができました。ここに改めて深く感謝申し上げます。今後も知的障害のある人が地域の中で安

心して暮らし続けることができる社会の実現に向け、関係団体との連携を図りながら、本協会と

しての役割を果たしてまいります。 



１．会議及び研修 

（１） 定期総会 

日時：令和 7（2025）年 6 月 19 日（木）12：30～16：45 

会場：オープンイノベーションフィールド多摩国分寺館  

第１号議案 令和 6（2024）年度事業報告   

第２号議案 令和 6（2024）年度決算及び監査報告 

第３号議案 令和 7（2025）年度事業計画（案）   

第 4 号議案 令和 7（2025）年度予算（案） 

第 5 号議案 その他 

（２）理事会・役員会 

   第１回 日時：令和7年4月15日（火）14:00～17：00         

会場：オープンイノベーションフィールド多摩国分寺館 

       協議事項 

① 令和７年度定期総会・第1回研修会の開催について 

② 支援スタッフ部会 令和６年度事業報告・令和７年度事業計画（案）について 

③ 令和７年度東京大集会について 

④ 令和７年度 研修会について 

第２回 日時：令和 7 年 8 月 12 日（火）14:00～17：00        

会場：ココブンジプラザ セミナールーム  

① 令和７年度東京大集会について 

② 令和７年度４団体共催研修会について 

③ 令和７年度第２回研修会について 

   第３回 日時：令和 7 年 10 月 6 日（月）14:00～17：00         

会場：オープンイノベーションフィールド多摩国分寺館 

協議事項 

① 令和 7 年度第２回研修会 

② 令和 7 年度 4 団体共催研修会 

   第４回 日時：令和 8 年 1 月 19 日（月）13:30～14:50          

会場：オープンイノベーションフィールド多摩国分寺館  

協議事項  

① 令和 7 年度 4 団体共催研修会について 

   第５回 日時：令和 8 年 3 月 10 日（火）14:00～17:00 

会場：オープンイノベーションフィールド多摩国分寺館 

協議事項 

① 令和８年度事業計画・当初予算（案）について 

② 令和 8～9 年度 役員・部会代表者の確認について 

③ 令和 8 年第１回研修会について 



④ 令和 8 年４団体共催研修会について 

⑤ 令和 8 年度理事会・役員会および総会の開催について 

（３） 研修会の開催 

第１回 

日時：6 月 19 日（木）14：30～16：45（参加者 34 名） 

会場：オープンイノベーションフィールド多摩国分寺 

◇ テーマ『障害福祉における人材採用に関して 

～施設、事業所での事例発表および課題提起～』  

第 19 回 

東京大集会 

日時：9 月 6 日（土）13：00～16：00（視聴回数 223 回、会場参加９名） 

開催方法 YouTube ライブ 後日アーカイブ配信あり 

◇テーマ『～くらしの場が選べる社会を目指して～』 

＊各団体からの発表 

＊パネルディスカッション  

＊アピール文採択 

主催：東京大集会実行委員会 ６団体 

① 東京都手をつなぐ育成会 

② 日本ダウン症協会 

③ 東京知的障害児・者入所施設保護者会連絡協議会 

④ 東京都自閉症協会 

⑤ 東京都発達障害支援協会 

⑥ 東社協 知的発達障害部会 

第２回 

日時：12 月 1 日（月）14：00～16：30（参加者 19 名） 

会場：ココブンジプラザ リオンホール 

◇テーマ：「みんなで語ろう～福祉の現在と未来の問題点」                  

4 団体   

共催研修会 

日時：令和 8 年 2 月 6 日(金)13：30～16：50 （参加者 126 名） 

会場：三鷹産業プラザ 7 階会議室 

◇テーマ『これからの日本の知的障害者福祉‐制度・地域・家族の未来図‐』 

＊基調講演 「人口減少・高齢化社会における知的障害者福祉の未来戦略 

          ～障害者福祉のあり方検討や国の動向を考える～」 

講師 小澤 温氏（筑波大学 名誉教授） 

＊分野別ショートトーク 

＊パネルディスカッション 「日本の知的障害者福祉はどう変わるべきか」 

主催：東京都知的障害児者生活サポート協会 

東京都発達障害支援協会 

東京都障害者通所活動施設職員研修会 

東京知的障害児・者入所施設保護者会連絡協議会 

 



２．部会   

○全国及び関東地区への参加 

部 会 名 内     容 

児童発達支援部会 全国児童発達支援施設運営協議会  

11 月 20 日（木）～21 日（金）  

会場：ホテルグランヴィア広島（広島県） 

障害者支援施設部会 ① 障害者支援施設部会全国大会  

12 月 17 日（水）～18 日（木）会場：ヒルトン名古屋・ウィンク

あいち（愛知県） 

② 関東地区障害者支援施設部会研修会 

令和 8 年２月 27 日（金）会場：メトロポリタン高崎（群馬県） 

日中活動支援部会 日中活動支援部会全国大会 

12 月 4 日（水）～5 日（木） 

会場：ANA クラウンプラザホテル新潟（新潟県） 

生産活動・就労支援部会 全国生産活動・就労支援部会職員研修会  

6 月 30 日（月）～7 月 1 日（火） 

会場：北海道・かでる 2・7（北海道） 

地域支援部会 全国グループホーム等研修会 

9 月 18 日（木）～19 日（金）  

会場：山縣テルサ（山形県） 

相談支援部会 相談支援・就労支援セミナー 

10 月 23 日（木）～24 日(金) 会場：TOC 有明（東京都） 

支援スタッフ部会 別紙参照 

 

３．東京都での連携及び提言 

    東京都障害者関係団体連絡協議会に参加：山下理事長、坂本副理事長、鈴木事務局長 

    開催：第 2 水曜日 15：30～16：30 会場または Zoom によるオンライン開催 

 

４．情報の発信 

 （１）広報紙「AIGO TOKYO」第 14 号 12 月発行 

（２）ホームページに主催研修会及び情報の掲載 

（３）福祉施策及び研修情報などを、会員施設・事業所に向け発信をおこなった。 

 

５．日本知的障害者福祉協会及び関東ブロック関連諸会議への参加 

① 全国知的障害関係施設長等会議   

7 月 10 日（木）～11 日（金） 会場：東京国際フォーラム 

 



② 関東地区知的障害福祉関係職員研究大会 

  ７月 3 日（木）～4 日（金）  

会場：水戸市民会館・ホテルレイクビュー水戸（茨城県） 

③ 関東地区知的障害関係施設種別代表者会議  

11 月 6 日（木）～7 日（金）  

会場：マイステイズ宇都宮・ライトキューブ宇都宮（栃木県） 

④ 全国会長・事務局長会議   

        10 月 29 日（水）～30 日（木）会場：浜松町コンベンションホール（東京都） 

⑤ 全国知的障害福祉関係職員研究大会 

10 月 3 日（木）～4 日（金） 会場：ビッグパレット福島（福島県） 

⑥ 関東地区知的障害者福祉協会会長・事務局長会議 

   5 月 1 日（木）会場：日本知的障害者福祉協会会議室（東京都） 

⑦ 部会協議会 

令和 8 年 3 月 5 日（木）～6 日（金） 会場：TOC 有明（東京都） 

⑧ 全国支援スタッフ代表者会議 

令和 8 年 3 月 5 日（木）～6 日（金） 会場：TOC 有明（東京都） 

⑨ リスクマネージャー養成研修会 

   11 月 5 日（水）～7 日（金） 会場：TOC 有明（東京都） 

⑩ リスクマネージャー養成研修会（上級） 

   6 月 5 日（木）～6 日（金） 会場：TOC 有明（東京都） 

⑪ 障害のある人の意思決定支援を推進するための実践研修会 

   ９月 25 日（木）～26 日（金） 会場：大田区民ホール・アプリコ 

 

６．後援及び賛助 

 （１）第17回プチパワーアップセミナー 

    期日：11月22日（土）13：00～16：40   

開催方法：Zoomによるオンライン研修 

    講義テーマ：「強度行動障害支援・利用者支援にソーシャルワークに基づいたスーパービジ

ョ 

ンをどう使うか？バイステックの７原則を見直す」 

    シンポジウムテーマ：「支援現場で、どうやってスーパービジョンや事例検討会を行うか？ 

その課題と展望」 

    主催：知的障害福祉士の会 

（２） 第38回（令和7年度）心をつなげる福祉マラソン大会  

日程：令和8年2月22日（日） 競技コース：江戸川区球場～臨海橋往復コース 



主催：東京都社会福祉協議会知的発達障害部会 

（３） 第27回東京都障害者スポーツ大会   

日程：5月10日（日）～令和8年2月20日（土）  

会場：駒沢オリンピック公園総合運動場・東京アクアティクスセンター 他 

（４） 東京都障害者通所活動施設職員研修会 

期日：第1回 5月21日（水）、第2回 7月15日（火）、第3回 9月8日（月） 

第4回 11月14日（金）、第5回 令和8年1月30日（金） 

会場：国立オリンピック記念青少年総合センター 

（５） 第10回全国手をつなぐ育成会連合会大会 2025東京大会 

令和7年度全国手をつなぐ事業所協議会全国研修大会 

期日：11月8日（土）・9日（日） 

会場：日本工学院専門学校（蒲田キャンパス）、カムカム新蒲田 など 

 

７．その他  

（１）関係団体との協力 

① 日本知的障害者福祉協会及び関東地区知的障害者福祉協会との協力 

② 日本発達障害福祉連盟との協力 

③ 東京都障害者スポーツ協会との協力 

④ 東京都社会福祉協議会知的発達障害部会との協力 

⑤ 東京都手をつなぐ育成会との協力 

⑥ 東京知的障害児・者入所施設保護者会連絡協議会との協力 

⑦ 東京都自閉症協会との協力 

⑧ 日本ダウン症協会との協力 

⑨ 東京都知的障害児者生活サポート協会との協力 

⑩ 東京都障害者通所活動施設職員研修会との協力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【別紙】 

1.支援スタッフ部会の活動報告 

2025年度は「リーダー層の強化～知識の共有をすることで利用者がどこに行っても安心できる

環境を作る～」をテーマにして毎月活動した。 

運営委員として参加されているスタッフはどの法人においても中間層であったり、リーダー的

役割を担っている立場の方が多いため、現場の支援に活かせる講座や先を見据えての事業所見学

などを積極的に企画、実施した。児童から成人、高齢期のライフステージをイメージしながら各

分野に関わる事業所を見学し、幅広い視野を持てるような機会創出を実現することができた。そ

の他リーダー層が抱える悩みを解消すべく、今年度も「他法人に聞きたいこと」を実施し、普段

抱えている悩みや相談したいことなどを横にいる他法人のスタッフがヒントを出してくれるよう

な横のつながりにも発展したことが副産物として生まれている。今回ケース検討においては実際

にアイディアを出してもらった後、提案者は自法人に持ち帰って実践をすることを目標立てて、

さらに運営委員がその実践現場を見に行くという新しいスタイルを試行した。今年度は参加者率

も上がり、昨年度と比較すると年間の延べ参加者数が約5~60名ほど増えた。 

 

２.年間活動実績 

実施日 内容 講演テーマなど 講師 開催 人数 備考 

① 5/16 委員会 
自己紹介・今年度の

方針等 

 ココブンジプラザ

セミナールーム 
23 

運営委

員 

② 6/27 勉強会 
他法人に聞きたいこ

と① 

 
オンライン 20 

運営委

員 

③ 7/22 勉強会 
他法人に聞きたいこ

と② 

 

ココブンジプラザ

セミナールーム 

16 
運営委

員 

④ 8/28 講 演 「意思決定支援」 
福）滝乃川学  

本多公恵氏 
16 一般 

⑤ 9/18 講 演 
「知的障害者のリハ

ビリテーション」 

福）黎明会  

澄水園 岡田昇氏 
14 一般 

⑥ 10/17 見 学 東京都立七生特別支援学校 15 一般 

⑦ 11/13 見 学 社会福祉法人みぬま福祉会 川口太陽の家・工房集 18 一般 

⑧ 12/12 検討会 ケース検討①  
ココブンジプラザ

セミナールーム 

12 一般 

⑨ 1/16 検討会 ケース検討② 
 11 一般 

⑩ 2/27 見 学 社会福祉法人にじの会 大沢にじの里 12 一般 

⑪ 3/13 委員会 活動の振り返り 
 ココブンジプラザ

セミナールーム 
13 

運営委

員 

⑫ 4/24 委員会 活動計画の検討  OIF 13 運営委

員 
＊年間合計参加者数延べ：183名 


